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2022年度第 1回理事会議事録 

 

開催日時：令和 4年 4月 19日（火） 16:00～17:00 

開催場所：静岡商工会議所 403会議室および Webexによるハイブリッド会議 

出席者：（理事）(議長)久保田光二、齊藤弘幸、日詰一幸、森永春二、稲葉豊穂（OL）、

漆畑晃司（OL）、北川幹根（OL）、小林裕敏、鈴木裕、藤谷典宏（OL）、村松克己、渡

邊治彦 【委任出席】（理事）宇賀田栄次、山口俊一 

（監事）吉兼正哲（OL）                      （以上、OL:オンライン参加） 

オブザーバー： 静岡市産業政策課新産業係（児玉係長、寺田主任主事、奥村主事） 

      静岡市デジタル化推進課（長島係長、石川副主幹、石垣主任主事） 

事務局：桜井俊秀  

欠  席：（監事）上田和博、小谷勇 （相談役）鈴木佐太郎 (以上敬称略)  

以上会議出席者（委任状含む）20名 

                              

開会に先立ち、本日静岡市産業政策課ならびにデジタル化推進課より、各 3 名総勢

で 6名の方にオブザーブ参加いただいたので、全員から自己紹介を頂いた。 

 

１． 開会 

冒頭久保田理事長が議長に就任し、開会のあいさつの後に議事に入った。 

【あいさつ要旨】 

    コロナ感染症の影響が続く中で、ウクライナでの戦争により混とんとした状態にある。 

私たちと直接的な関りはないと思うが、この静岡を ICT活用により少しでも明るくして    

いこうという思いに変わりはない。 

新しい年度になって皆様のご理解、ご協力により活性化に向けて行動して行きたい。 

前回の理事会で承認いただいた 360度ミーティングカメラを購入したが、本日初期

設定（アプリのダウンロード）がうまくいかず使えないので、手動でカメラを発言者に向

けるお手伝いを頂き会議を進めたい。 

【事務局より】その後事務所にてアプリダウンロードから再設定し、本機が正常に稼働し

たことを確認致しました。 

 

２． 議 事 

(１) 報告事項 

① 事務局報告 

１） SIIA ウェブサイトのリニューアル（ベース完成 https://www.siia.or.jp/） 

２） 静岡経済研究所との合同業界調査に提案 （別添「参考資料」参照 by 中村

研究員＝4/19会員交流会にオブザーブ参加） 

３） 静岡市より「令和 3年度補助金交付確定通知」があった。405万円の申請額

https://www.siia.or.jp/
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に対し 3,913,257円で確定した。5月連休明けに振り込まれる予定。 

４） 新年度に入って早々に、㈱エクスブレーン（ICT 会員）から退会届があり、これ

を受理した。これにより、予算の修正が必要になる。 

 

② 運営委員会報告 

    漆畑運営委員長から、本日オンラインで実施した運営委員会の報告があった。 

   ＜以下会議録＞ 

■人材開拓：渡邉部会長 

・SEセミナー（各大学向け IT講座） 

  静岡大学、常葉大学向けの資格取得講座、SE講座を検討中 

・資格取得講座 

     ITパスポート取得セミナー＠オンライン -> 3月末完了 

・合同企業説明会（静岡 IT業界研究） 

 2/18（金）開催済み 

-> 文系学生の呼び込みも行えたため一定の効果があった 

  -> 次年度も継続的に実施するため現在検討中 

  -> IPA講師を招き ITパスポート活用事例等の講習会 orセミナーを検討中 

（6月頃） 

・ITパスポート講座 

 （高等学校の共通必履修科目「情報Ⅰ」の新設を踏まえ、IT パスポート試験の出

題の見直しの為） 

  -> 静岡産業技術専門学校に講師依頼済み 

   -> オンライン＆録画方式 

   -> 動画配信は e ラーニング（LMS）を検討中 

   -> 遠州信用金庫から講座受講の相談があり動画を提供、14名が閲覧 

        毎週金曜 PMの勉強会で閲覧していただいた 

 

・基本情報技術者試験の対策講座 

 IT企業の基本スキルになりつつあるという背景を踏まえて今後検討予定 

 

■人材育成：米良部会長 

・高校生向け講座（島田商業高校） 

 -> コロナの影響で開催見送り 

   -> 5月頃開催として再調整予定 

 

・視察 

   -> 時期：2月下旬で検討 

    2泊 3日 
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    費用：8名で 440,000円 

（参加者の負担は、他事業も含めた予算状況から設定） 

-> ワーケーションの中で部会開催を検討 

    参加は部会内で募り、8名に達しない場合、他部会にもお声がけする 

・ITパスポート社会人向け講座 

 ユーザ企業向け 

     人財開拓の学生向け講座をベースに検討 

 静岡産業技術専門学校 佐藤校長と 4/26に打ち合わせ予定 

 

・総会の基調講演 

   下記にて講師依頼済み 

   テーマ：女性の活躍 

講師：ワークシフト研究所 所長/静岡県立大学経営情報学部准教授  

国保祥子様 

   -> 5/27（金）15:45-17:00 

 

■ビジネスマッチング：磯田部会長 

・本日理事会後、本年度第 1回会員交流 

   日程：4/19 17:15- 

   登壇企業：共立アイコム 

   -> 25名出席予定 

 

・会員交流サイト 

   -> Webサイト更新済み 

      -> 部会等のイベントの積極配信 

 

・Kintone Cafe 

->  Kintoneのオンサイト勉強会を SIIA主催（サイボウズ協賛）で開催したい。 

   テーマ：電子帳票保存法 

   時期 ：未定 ※延期、オンライン開催はしない 

   対象 ：SIIA会員に加えて非会員まで広げてオープンに開催 

   場所 ：商工会議所 

   形式 ：オンサイト 

     -> 継続検討中 

 

(２) 協議事項 

① 本年度総会議案の件 

・前回までに 2度ほど説明を行っており、その間異議もなかったので、その内容で
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確定をした。 

・今回、先般送付した理事会配布資料（「資料 1-1」～「資料 1-4」）発送後に誤

記があったので修正を加えた。そのため本日は事務局からその修正箇所につい

ての説明があった。 

・年度当初に会員の退会があったので、再度予算案の修正が必要になる。 

・口頭の説明では不十分なので、近日中に修正点を明示した書面を理事宛にメ

ール送付することで了承を得た。 

 

② 定時総会開催の件 

・「資料 2」に従って事務局から説明があった。 

・今回、通常行っていた商工会議所 5 階ホールが確保できず、他の候補会場

も確保できなかった。 

・一方、本年度の定時総会も、昨年度に続き「ハイブリッド開催」となり、会場出

席者数は 20～３０名程度となるため、結論として商工会議所 4階 403号室を

予約してある。 

・通常総会議事の「（５）議案」の文言を「令和 3 年度事業報告及び収支決算

書報告」に修正した。 

・議事及び記念講演の時間及び講演内容の確認を行った。 

 

③ 定時総会後の会員交流会開催の件 

・上記②項の定時総会開催の件で、ハイブリッド開催になることが確認されたう

えで、「オンライン参加もある中で、今回は広い会場が確保できないこともあり、

コロナ感染症対策を考慮すると会場への集合は理事を中心としたものにせざる

を得ず、このような制約のある中で会場出席者のみを対象とした交流会に参加

することは会員交流の主旨に反する」という意見が多く、今回は「会員交流会」

を開催しないことで決定した。 

 

(３) 審議事項 

 

(４) 連絡事項 

① 今後の理事会等会合開催日程： 

・5月 17日（火） 理事会（総会議案確定） ハイブリッド開催を予定するがコロナ  

の状況によってはオンライン開催に変更 

・5月 27日（金） 15:00～17:00 定時総会  

静岡商工会議所 4階 403会議室及びオンライン開催 

 

② 次回理事会：5月 17日(火) 16:00～17:00 

 静岡商工会議所 401号室 
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３． 閉会 

閉会に先立ち、市デジタル化推進課長島係長から下記の情報提供があった。 

・静岡市の「スマートシティ」ビジョン策定による推進体制立ち上げの支援協力の

企画事業者の公募が始まった。会員の皆様や協会としても、推進主体立ち上げ

の際には協力いただきたい。 

・「情報リテラシー向上支援業務」、主に高齢者を対象に昨日から支援業務の公

募が始まっている。 

・昨年度から引き続き「デジタル活用補助金」があるので、公募開始を待って活

用頂きたい。 

・「B-nest」7階の「コ・クリエイトスペース」を交流やイベントでの活用を頂きたい。 

 

森永副理事長のあいさつの後閉会した。（17:00） 

【要旨】 

・本日は市から大勢のご参加をいただいたことに感謝 

・当協会としても、市との間で実効のある連携を図りたい。 

・静岡経済研究所の地域 IT ベンダー向けのアンケート調査の話もあったが、問

題はこれをどう生かすかというところが大事になるので、全国と静岡がどう違うの

かというようなことを踏まえて、アンケート結果により今後の活動に役立てたい。 


